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10
月
11
日
に
エ
ル
大
阪

に
お
い
て
、
関
西
地
協
第

63
回
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
組
合
本
部
よ
り
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
が
11
年
連
続
で
引
き
上

げ
ら
れ
、
２
０
１
２
年
比

で
57
％
の
上
昇
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
続

く
不
安
定
な
世
界
情
勢
を

背
景
と
し
た
資
材
価
格
高

騰
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

上
昇
・
急
激
な
円
安
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
、
実
質

賃
金
は
物
価
の
上
昇
に
追

い
つ
か
ず
、
仲
間
の
仕
事

と
暮
ら
し
は
危
機
的
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
こ
の
10
月

コロナの影響下も声かけが実を結ぶ！
10月末組織数は２313名となり、前月より１名の減少！
９～１０月の組織拡大月間中の新規加入者は11名。

拡大目標112名は到達できませんでしたが、今年度の新規加入者は82名となりました。
各支部の工夫を凝らした拡大運動と仲間一人ひとりの努力によって得られた成果です。
組織拡大運動にご協力ありがとうございました。

建
設
労
働
者
の
賃
金・労
働
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て

関
西
地
協・第
63
回
定
期
大
会

建
設
労
働
者
の
賃
金・労
働
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て

関
西
地
協・第
63
回
定
期
大
会

１．名称　奈良県建築労働協同組合 第75回定期大会
２．日時　令和５年11月19日（日）・午前９時
３．場所　組合本部会館

大 会 召 集

　

春
の
拡
大
月
間
の
取
組
み
で
は
、
コ

ロ
ナ
過
で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
の
修
復
の

遅
れ
や
、
深
刻
さ
を
増
す
高
齢
化
の
影

響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
秋
の
拡
大

運
動
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

類
に
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
共
生
へ
の
社
会

的
容
認
度
が
更
に
高
ま
り
を
見
せ
、「
行

動
し
な
い
理
由
が
な
い
」
中
で
の
取
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
は
新
規
加
入
者
目
標
を
打

ち
立
て
、
こ
の
１
年
間
（
R
4
年
11
月

〜
R
5
年
10
月
）
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
目
標
を
達
成
し
た
支
部
は
郡
山
支

部
は
じ
め
９
支
部
と
な
り
ま
し
た
。

　

拡
大
運
動
の
推
進
に
は
未
加
入
者
の

掘
り
起
こ
し
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
仲
間
の
横
の
つ
な
が
り
と
協

力
が
大
き
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

拡
大
運
動
は
支
部
役
員
だ
け
で
な
く
、

仲
間
全
員
が
組
織
拡
大
強
化
の
重
要
性

を
認
識
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

現
場
等
で
未
加
入
者
が
い
れ
ば
「
組

合
の
仲
間
に
入
ら
へ
ん
か
」「
未
加
入

者
を
紹
介
し
て
」
と
、
ひ
と
声
お
掛
け

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今
後
も
仲
間
の

つ
な
が
り
を
最
大
限
に
活
か
し
、
現
場

で
の
加
入
促
進
を
粘
り
強
く
展
開
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

郡　山
斑　鳩
北　葛
桜　井
宇　陀
橿　原
菟田野
東吉野
御　所

２
２

１５
２
２

３０
２
１
２

３
２

１５
２
３

３０
３
１
２

新規加入者目標達成支部

組合で税金申告を！ 
「数は力」の一括申告

　組合では永年にわたって税務署に対し、建築職人
の事業形態・賃金の実態を訴える交渉運動を行って
います。
　そして仕事で得た利益を守ると同時に「煩わしい
記帳や計算、申告手続きのお手伝い」「確定申告前
には個別相談や記帳指導」などの支援活動を支部と
本部が一体となって取り組み、一括申告に望んでい
ます。
　建売住宅やゼネコン企業で手間請就労を主とされ
ている青年層の皆さんには、正確な売上げや賃金・
経費を換算し、利益をしっかりと守ると同時に節税
につながる指導と対策に取組んでいます。
　万一、税務署から呼び出しや調査を求められた時
には、組合が前面に立って組合員さんの利益（納税
者の権利）を守るため、税務署交渉を行い解決に努
めています。

税金の諸問題でお悩みの組合員仲間はお気軽にご
相談下さい。相談員として組合顧問税理士や担当
書記が対応させて頂きます。
相談を希望される方は事前に担当者（松田・吉井）
までご連絡下さい。

税金相談ご利用下さい。

新規加入者拡大目標

目標（名） 新加入者（名）

関西地協の仲間が一致団結してガンバロウ！

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
導

入
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

関
西
各
地
か
ら
40
名
の

建
築
職
人
仲
間
が
参
集
し
、

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を

守
る
組
合
活
動
を
活
性
化

し
大
幅
な
賃
上
げ
や
法
定

福
利
費
の
確
保
。Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
推
進
な
ど
を
通
じ
た
建

設
技
能
労
働
者
の
処
遇
改

善
の
運
動
な
ど
、
こ
の
一

年
間
を
総
括
し
、
運
動
の

さ
ら
な
る
前
進
と
組
織
拡

大
、
団
結
の
強
化
に
向
け

て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

か
等
の
運
動
方
針
案
を
討

議
し
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
関
西
地
協
各
組

合
が
よ
り
綿
密
に
連
携
を

深
め
、
よ
り
緻
密
な
行
動

を
実
践
し
組
合
員
同
士
が

よ
り
親
密
な
関
係
を
築
き
、

時
代
に
即
し
た
新

し
い
組
合
組
織
を

創
っ
て
い
く
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

関
西
地
協
の
全

組
織
の
増
勢
実
現

に
向
け
、
組
合
員

に
寄
り
添
う
こ
と

を
基
軸
に
関
西
地

協
の
す
べ
て
の
仲

間
と
と
も
に
、
諸

課
題
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
一
致
団

結
し
て
全
力
で
奮

闘
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。
大
会
参
加

者
の
強
い
気
持
ち
に
よ
っ

て
提
案
採
択
さ
れ
63
回
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
組
合
本
部　

能
城
記
）

仲間の声を機関紙に
みなさんからの投稿記事を
お待ちしております。
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　所得税法等の一部を改正する法律により、「建設工
事請負契約書」については、令和４年４月１日から
令和６年３月31日までに作成されるものについて
も、印紙税の軽減措置が適用されます。
※これまでは平成９年４月から令和４年３月末まで
に作成される　契約書について軽減措置の対象とさ
れていました。

※ 軽減措置の対象となる契約書は、建設工事の請負
 　契約金額が１００万円を超えるもので、令和６年
 　３月３１日までの間に作成されるものです。

「建設工事請負契約書」の印紙税の
軽減措置が延長されています。

契約金額（抜粋） 
建設工事請負契約書 軽減後の税率 

100万円超 200万円以下 200円 

200万円超 300万円以下 500円 

300万円超 500万円以下 １千円 

500万円超 １千万円以下 ５千円 

１千万円超 ５千万円以下 １万円 

 

残業時間の上限規制の全体（イメージ）

【特別条項】

１ヶ月

１００時間未満

休日労働含む１ヶ月

４５時間以内

休日労働含まない

１日 ８時間

１週 ４０時間 ３６協定の締結

残業時間の上限

（第２段階）

法定労働時間

残業時間の上限

（第１段階）

従業員を雇用している事業主のみなさん、３６協定届（時間外・休日労働に関する協定届）の届出は行っていますか。
個人事業所・法人事業所、従業員の人数を問わず、従業員を時間外・休日労働に従事させる場合は、３６協定届の届出が必要と
なります。
時間外・休日労働が月３０分、１時間であっても届出が必要となるので注意が必要です。
建設業における３６協定届は現在、一種類のみ（様式９号の４）ですが、建設業における時間外労働時間の上限規制が適用され
る、令和６年４月１日以降は、他産業と同様に
「一般条項」「特別条項」の２種類の協定届様式
となります。
書類のひな型は「厚生労働省主要様式ダウンロー
ドコーナー・労働基準法等関係主要様式」に掲載
されています。
全建総連でも働き方改革関連法について理解を深
めるためのリーフレットを作成しており、労働条
件通知書、３６協定届、法定３帳簿（出勤簿・賃
金台帳・労働者名簿）など、ひな形を作成してい
ます。いずれも全建総連のホームページで公開し
ています。
届出がお済でない方は、事業所管轄の労働基準監
督署に届出を行いましょう。

届出行っていますか 時間外・休日労働の際に必要－３６協定届－

　

９
月
27
日
に
浅
岡
支
部

長
は
じ
め
役
員
５
名
と
本

部
書
記
２
名
が
参
加
し
、

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
に
て

朝
８
時
か
ら
９
時
ま
で
宣

伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

資
材
館
前
で
建
築
資
材
を

購
入
す
る
た
め
に
来
店
さ

れ
た
建
築
職
人
の
方
や
職

人
風
の
方
た
ち
、
約
40
数

名
に
声
を
掛
け
、
組
合
パ

ン
フ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
渡

し
て
い
ま
し
た
。

　

役
員
さ
ん
は
パ
ン
フ
を

手
渡
す
都
度
、「
建
築
組

合
で
す
。
労
災
保
険
や
健

康
保
険
、
税
金
対
応
も
し

て
い
ま
す
」
と
、
声
を
か

け
続
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
店
者
の
中
に

は
「
お
れ
、
も
う
組
合
に

入
っ
て
る
で
〜
」
と
声
を

橿
原
支
部

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
で
朝
宣
伝

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
で
朝
宣
伝

掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

配
布
し
た
宣
伝
物
を
現

場
等
で
使
用
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
の

名
が
広
ま
れ
ば
良
い
な
と

も
思
い
ま
す
。
建
築
組
合

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う

上
で
は
、
小
さ
な
き
っ
か

け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

行
動
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
で
今
後
の
大
き
な
成

果
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

拡
大
宣
伝
行
動
は
地
道

に
労
災
保
険
や
国
保
の
こ

と
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
組
合
加
入
者
を
掘
り

起
こ
す
き
っ
か
け
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
拡
大
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

（
支
部
長　

浅
岡
政
則
記
）

　

９
月
11
日
に
支
部
三
役

と
分
会
長
は
じ
め
青
年
部

部
長
の
６
名
で
組
織
拡
大

行
動
を
実
施
す
べ
く
支
部

事
務
所
に
集
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
、
空
模
様
が
悪
く
な

り
、
急
遽
、
出
発
を
取
止

め
て
４
校
区
の
方
面
で
帰

り
か
13
日
ま
で
に
各
自
現

場
・
事
務
所
・
作
業
場
の

訪
問
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

ポ
ス
タ
ー
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

紹
介
カ
ー
ド
を
分
け
て
各

方
面
に
分
か
れ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
下
田
校
区
で

は
支
部
事
務
所
の
直
ぐ
北

側
で
造
成
地
し
て
い
る
新

規
開
発
現
場
に
寄
り
、
橿

原
住
宅
の
15
区
画
位
あ
る

内
の
４
件
ほ
ど
が
建
設
中

で
し
た
が
、
生
憎
の
雨
で

職
人
さ
ん
の
姿
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
和
や
積

水
ハ
ウ
ス
な
ど
の
垂
れ
幕

が
掛
か
る
現
場
解
体
整
地

後
の
現
場
２
か
所

や
仮
枠
組
立
中
現

場
１
か
所
等
を
見

て
回
り
ま
し
た
が

職
人
さ
ん
と
の
遭

遇
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

帰
り
に
以
前
か

ら
ポ
ス
タ
ー
を
張

っ
て
も
ら
っ
て
い

る
建
具
屋
さ
ん
に

香
芝
支
部秋

の
組
織
拡
大
行
動

秋
の
組
織
拡
大
行
動

「
新
し
い
の
に
変
え
て
く

だ
さ
い
」
と
渡
し
、「
新

規
加
入
者
の
紹
介
も
頼
み

ま
す
」
と
声
掛
け
し
ま
し

た
。

　

翌
日
、
大
和
信
用
金
庫

支
店
長
と
お
会
い
し
、
組

合
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

承
諾
い
た
だ
き
、
香
芝
支

店
並
び
に
香
芝
中
央
支
店

と
も
に
掲
示
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

他
の
校
区
の
報
告
は
書

記
長
に
取
り
纏
め
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
道
な
活
動
と

仲
間
と
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
支
部
組
合
員
の

皆
様
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
参
加
の
班
長
さ
ん

分
会
長
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

（
支
部
長　

和
田
全
示
記
）

資材館前で支部役員５名が朝宣伝

支部事務所前で各方面への行動準備
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令和５年９月新加入（敬称略）
支　部
奈　良

氏　名
奥田　明菜

紹介者
植原　賢治

年令
39

職　種
作業員（解体業）

令和５年10月新加入（敬称略）
支　部
斑　鳩
北　葛
橿　原
橿　原
橿　原
橿　原

氏　名
吉原　　元
寺尾　泰史
有村　真吾
寺下　　厚
藤澤　竜也
宮下　　導

紹介者
福井　孝司
藤井本正明
門脇　　岳
浅岡　政則
浅岡　政則
浅岡　政則

年令
22
55
30
55
33
37

職　種
土　　工
左　　官
と　　び
エクステリア
板金工
石材商

組
合
員　

２
、3
１
３
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
５
年
10
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和５年９月21日～
　　　令和５年10月20日まで）

一人親方１件／一括有期６件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

1
3
0
0
1
0
0
2
0
0
7

1
1
0
0
1
0
0
1
0
0
4

0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
2

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

132

179

32

16

57

47

165

19

76

294

132

108

133

506

41

20

87

52

77

101

12

7

2

15

3

2313

『先月より１名減』

心からご冥福をお祈りいたします

令和５年10月死亡
西吉野支部　上西　博司 氏　　　設計施工（73歳）
生駒支部　　松村二三雄 氏　　　左　　官（88歳）

令和５年９月死亡
斑鳩支部　　川端　勝征 氏　　手　伝　い（84歳）

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
Ｒ
６
年
１
月
25
日
〜
26
日　
実
技　
１
月
29
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
12
月
５
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
12
月
７
日
〜
８
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
12
月
20
日
〜
21
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
30
日
〜
12
月
１
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
Ｒ
６
年
１
月
11
日
〜
12
日　

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
Ｒ
６
年
１
月
31
日
〜
２
月
１
日

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
Ｒ
６
年
１
月
17
日
〜
18
日

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

中建国保加入者の方へ

亡くなられた仲間



毎月１回発行　851号 2023年11月1日（4）

国保組合の育成・強化、
保険証交付の存続を求める

要請署名へのご協力有難うございました。

平素は組合諸活動にご理解とご協力賜り厚く御礼申し上
げます。国保組合の育成・強化、保険証交付存続を求め
る要請署名は厚生労働省保健局長宛に届けさせて頂きま
した。
医療保険制度を支える国保組合の育成・強化を図ること。
保険証交付の存続を求めると同時に、マイナンバーカー
ドと保険証の一体化による実務運営に際し、特段の配慮
を行うことを、６１万人の仲間の力で、強く要請してい
きます。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者

（
事
業
主
に
使
用
さ
れ
、

賃
金
を
受
け
て
い
る
人
）

の
災
害
に
対
す
る
保
護
を

目
的
と
す
る
制
度
で
す
が
、

建
設
業
の
労
災
保
険
は
一

「事務所・作業場・倉庫」 等の
労災保険

工事現場以外の業務とは…
①作業場で（請負工事とは無関係な）木材等
　を加工する。
②作業場・倉庫・資材置場で、手すきの時間
　（請負工事とは無関係）に片付け、整理、道
　具の手入れをする。
③事務の業務など。

・従業員が作業場で建築用金具を加工中にケガ
　をした。
　※請負工事につながる作業ならば「元請の現
　　場労災」を適用。
・雨天のため、従業員に倉庫の整理整頓を命じ
　たところケガをした。
・事務所内で事務員が転倒してケガをした。

　これらのケースは「事務所労災」を成立させてい
なければなりません。しかし、事業主が労災保険に
未加入であっても、ケガをされた労働者は労災保険
で救済されますが、労災保険加入の事業主に対しては、
さかのぼっての保険料の徴収や労災保険給付額の
100％又は 40％を徴収される費用徴収等のペナル
ティが課せられることもあります。

例えば

般
的
な
労
災
保
険
と
は
異

な
り
「
現
場
労
災
」
と
「
事

務
所
・
作
業
場
等
」
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

造
園
業
で
あ
れ
ば
「
剪
定

作
業
の
た
め
」
の
労
災
保

険
も
あ
り
ま
す
。

　
「
事
務
所
・
作
業
場
・

倉
庫
」
な
ど
の
労
災
保
険

に
つ
い
て
は
、
工
事
現
場

以
外
の
業
務
が
対
象
と
な

る
の
で
す
が
、

事
務
員
を
雇
用
（
同
居
の

親
族
除
く
）
し
て
い
る
場

合
、
ま
た
は
請
負
工
事
と

は
関
係
の
な
い
作
業
場
・

倉
庫
・
資
材
置
場
な
ど
で

の
作
業
が
あ
る
場
合
に
は
、

労
働
災
害
が
お
こ
っ
た
と

き
に
「
現
場
労
災
」
で
は

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
「
工
事

現
場
以
外
の
業
務
」
を
行

な
う
「
労
働
者
」
の
労
働

災
害
に
備
え
る
も
の
と
し

て
「
事
務
所
・
作
業
場
・

倉
庫
」
の
労
災
保
険
（
略

称
「
事
務
所
労
災
」）
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
計
算
方
法
は

労
働
者
の
賃
金
総
額
（
年

間
）
×
保
険
料
率
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
造
園
業
者
に
お

け
る「
剪
定
作
業
の
た
め
」

の
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
、

土
木
工
事
を
伴
わ
な
い

「
樹
木
の
剪
定
や
手
入
れ

の
み
」
の
業
務
は
、
労
災

保
険
上
で
は
、
農
業
の
扱

い
に
な
り
、事
業
主
は「
樹

木
の
剪
定
や
手
入
れ
の

み
」
業
務
の
た
め
の
労
災

保
険
の
加
入
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
計
算

方
法
は
「
事
務
所
労
災
」

と
同
じ
で
す
。
労
災
保
険

の
ご
不
明
な
点
は
組
合
の

労
災
係
り
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「現場労災」だけでは
不都合なケースも！？

労災保険、大丈夫ですか

組合顧問弁護士へご相談下さい。
◎工事中・後の施主との工事代金不払い
◎竣工後の施工面のクレーム
◎元請や業者間との賃金不払い

◎手形や小切手の取引の問題
◎債権回収の相談　
◎従業員の賃金や雇用等に関する問題　

上記のような問題等を抱えておられたら、一人で悩まずにご相談下さい。
組合では顧問弁護士と契約を結んでいます。最初の３０分間は無料です。
先ずは組合本部へご連絡下さい。

出産祝い金制度
青年組合員さん交付申請を忘れずに
　組合では青年組合員の皆さんのお子様の誕生を祝い、健やか
な成長を願って、平成２０年から出産祝い金を給付しています。
　給付を受けられる方は、対象児の出生日前、１年以上引き続
き組合に在籍していること。組合費及びその他の義務負担金を
滞納していないことが必要条件です。
　支給額は、１人につき２万円です。
　申請手続きや必要書類については、所属支部や組合本部ま
でお問合せ下さい。
※申請期限は、対象児の出生の日の翌日から２年以内にご提出ください。

633筆

※５０県連・組合から５０万７２３９筆署名提出




